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【熱海伊東地区】土地単価ヒストグラム（住宅・別荘）
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【熱海伊東地区】地積ヒストグラム（住宅・別荘）
平成１６～１８年
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【熱海伊東地区】土地単価ヒストグラム（商業）
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- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



- 30 -



- 31 -



- 32 -



- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



６．富士地区（平成 18年 1月～12 月） 

当地区は、富士市、富士宮市、芝川町の 2市 1町で構成されている。富士市は富士山の南麓に位置

し、東海道ベルト地帯の工業都市として製紙・化学工業・自動車関連業を中心に発展している。富士

宮市は富士山の南西麓に位置し、富士山本宮浅間大社の門前町として発展したまちである。豊富な湧

水により、化学・食品関連の企業の立地の外、観光資源にも恵まれている。芝川町は清冽な芝川の外、

富士川も南北に貫流する自然環境に恵まれたまちである。 

 

（１）住 宅 地 

 当地区の住宅地のデ－タ値は次の通りである。 
 

摘  要 平均土地総額(円) 平均単価(円/㎡) 平均地積(㎡) サンプル数 

地 区 全 体 16,588,077 66,491 299.68 336 

富 士 市 18,636,468 75,686 274.62 204 

富 士 宮 市 13,866,301 53,837 344.52 123 

芝 川 町 7,355,474 31,018 254.90 9 
 

住宅地は、平均土地総額・平均単価・平均地積の 3要因を分析した。 

デ－タによれば、当地区全体の平均住宅地の取引は、総額で約 16,588,077 円、単価は約 66,491   

円/㎡、地積は 299.68 ㎡となった。  

これは、前年度より単価は微減（△2％）、総額は（＋1％）ほぼ横ばい、地積は（＋12％）でやや

増加となった。区間でみると、平均土地総額は別表の通り、全体では 500 万円～2,500 万円の区間に

集中しており、最頻度が高い区間は、1,000～1,500 万円の区間で全体の 41％を占め、次いで 1,500

～2,000 万円の区間で全体の 24％、両区間で 65％を占めている。市町村別では、富士市・富士宮市・

芝川町の順となっている。 

平均単価は、別表の通り60,000～80,000円/㎡の区間が最も頻度が高く、全体の41％を占めている。 

平均地積は、150～200 ㎡の区間が最も頻度が高く、全体の 36％を占めており、継いで 200～250 ㎡

の区間で 26％、両区間で全体の 62％を占めている。 

 

（２）商 業 地 

当地区の商業地のデ－タは、昨年度よりやや増加したものの、依然としてサンプル数としては少数

と推測される。従って、デ－タとしては弱いことは否めないが、参考のため平均単価を分析した。 

当地区の商業地のデ－タ値は次の通りである。 
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摘  要 平均土地総額(円) 平均単価(円/㎡) 平均地積(㎡) サンプル数 

地 区 全 体 42,359,906 110,121 469.39 40 

富 士 市 42,367,383      115,510 434.55 32 

富 士 宮 市 42,330,000 88,567 608.73 8 

芝 川 町     
 

デ－タによれば、当地区全体の平均商業地の取引は、総額で約 42,359,906 円、単価は約 110,121   

円/㎡、地積は約 469.39 ㎡となった。 

別表によれば、平均単価は 80,000～100,000 円/㎡の区間に大半が分布しており全体の 48％を占め

ている。昨年に比し、全体的にややサンプルごとの単価にばらつきも認められるが、平均単価は昨年

とほぼ同一であり、平均地積もあまり大きな変動は無い。 

 

（３）地 価 動 向 

地価の動向は、昨年同様に景気回復による好影響によって、全体的には横ばい傾向に移りつつあり、

下落率は富士市・富士宮市ともに△1％台となっている。ただ、利便性の劣る郊外の住宅地や、特に芝川

町は、下落傾向が続いている。芝川町の下落率は昨年よりやや縮小したものの、△5～6％台となってお

り依然として下落率が大きい。これは、地域に大きな変化も無く、過疎化の影響によると見られる。 
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